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福
津
諭
吉
の
蘭
学
修
行
と
奥
平
十
学
（
壱
岐
）

中
津
藩
山
崎
家

「
御
用
所
日
記
」

の
関
連
記
事
を
中
心
に

河

北

展

生

奥
平
壱
岐
（
壱
岐
と
名
乗
っ
た
の
は
‘
安
政
四
、
五
年
の
頃
で
、
そ
れ
以
前
は
十
学
を
称
し
て
い
た
。
『
福
翁
自
伝
』
に
奥
平
壱
岐
の
名
で
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
資
料
引
用
の
時
の
み
原
典
通
り
十
学
を
使
用
す
る
。
）
と
福
津
諭
吉
と
の
関
係
は
、
『
福
翁
自
伝
』
（
以
下
『
自
伝
』

と
略
記
す
る
〉
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
記
述
の
傍
証
と
な
る
資
料
は
殆
ど
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
中
津
藩
の
大
身
衆

の
一
つ
山
崎
家
の
「
御
用
所
日
記
」
（
以
下
「
日
記
」
と
略
記
す
る
）
は
、
幕
末
の
中
津
藩
の
藩
情
を
知
る
数
少
な
い
資
料
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
「
日
記
」
に
、
散
見
す
る
奥
平
壱
岐
関
連
の
記
事
を
通
じ
て
、
福
津
諭
吉
と
の
関
係
の
一
部
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
、

43 

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。



中
津
藩
に
お
け
る
大
身
衆
は
、
古
来
七
族
五
老
と
呼
ば
れ
、
藩
の
重
臣
と
し
て
、
重
き
を
な
し
て
来
た
家
で
、

一
括
し
て
大
身
衆

近代日本研究

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
各
家
は
藩
士
を
組
分
け
し
て
統
治
し
、
そ
の
組
頭
と
な
っ
て
い
る
。
大
身
衆
仲
間
よ
り
、
年
寄
と
称
す
る
家
老

44 

が
任
命
さ
れ
、
藩
政
を
担
当
し
て
き
た
。
家
老
職
に
就
か
ぬ
大
身
衆
仲
間
は
、
別
に
一
名
の
月
番
を
定
め
、
藩
庁
よ
り
布
達
さ
れ
る

主
要
事
項
を
、
廻
状
に
よ
っ
て
各
大
身
衆
家
に
伝
達
す
る
。
各
大
身
衆
家
で
は
、
こ
の
伝
達
事
項
を
配
下
の
組
下
に
伝
達
す
る
事
に

よ
っ
て
、
藩
庁
の
意
向
の
徹
底
を
は
か
っ
た

里
小
屋
直
房
著
『
中
津
藩
史
』

に
よ
る
と
、
文
久
三
年
の
大
身
衆
は
左
の
一
一
軒
で
あ
る
。

奥
平
図
書

奥
平
輿
四
郎

一
八

O
O石

二
三

O
O石

生
田
四
郎
兵
衛

二
六

O
O石

夏
目
勘
解
由

奥
平

直
衛

一
二
五

O
石

一
五

O
O石

八

O
O石

求
馬

山
崎

奥
平

志
摩

八

O
O石

九
O
O石

奥
平

七

O
O石

逸
見

市
内

壱
岐

奥
平

兵
庫

七
O
O石

桑
名

空ヨに
:Id二

八

O
O石

し
た
が
っ
て
、
「
日
記
」

に
は
、
藩
の
公
的
な
伝
達
事
項
と
、
親
戚
あ
る
い
は
同
格
の
重
臣
達
の
動
向
が
、
同
家
の
主
要
行
事
な

ど
と
共
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
私
的
事
項
が
主
体
で
あ
る
と
は
い
え
、
簡
単
な
が
ら
も
、
藩
の
状
況
を
窺
う
事
が
出
来
る
。

奥
平
壱
岐
及
び
父
与
兵
衛
に
つ
い
て
、
中
津
図
書
館
所
蔵
の
嘉
永
三
年
の
「
家
系
家
詰
」

に
よ
っ
て
略
記
す
る
。
奥
平
壱
岐
家
は
、

本
姓
は
中
金
で
、
父
与
兵
衛
正
詔
は
、
宰
太
郎
、
十
学
、
与
八
郎
な
ど
と
称
し
た
。
文
政
二
年
二
月
一
五
目
、
祖
父
正
名
の
隠
居
に

よ
り
家
督
を
相
続
、
文
政
五
年
一
月
家
老
に
就
任
、
暫
く
江
戸
詰
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
九
月
二

O
日
中
津
に
帰
着
。
文
政
一

O
年
五
月
、

不
叶
思
召
御
役
（
家
老
）
御
免
。
同
一
二
年
一
月
有
故
隠
居
下
命
、
件
十
学
家
督
相
続
。
天
保
一

O
年
一
二
月
に
至
り
、
御
目
通
り
御

免
と
な
り
、
翌
一
一
年
二
月
二
二
日
伺
候
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
壱
岐
の
母
は
長
崎
の
光
永
寺
（
束
本
願
寺
派
）
の
日
蔵
の
娘
で
あ
り
、

ま
た
叔
母
は
同
寺
の
住
職
羅
雲
の
妻
と
な
っ
て
い
る



壱
岐
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
政
一
二
年
一
月
家
督
を
相
続
し
、
弘
化
四
年
五
月
孝
明
天
皇
御
即
位
の
祝
賀
の
使
者
を
命
ぜ

ら
れ

そ
の
他
の
藩
の
役
職
就
任
等
の
記

八
月
中
津
発
京
都
に
至
り
、
無
事
任
務
を
達
成

一
一
月
三
日
中
津
に
帰
着
し
て
い
る

事
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
壱
岐
が
幼
少
で
家
督
相
続
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
自
伝
』
の
記
述
を
見
る
と
、
「
そ
れ
か
ら
長
崎
に
行
っ
て
、

そ
う
し
て
桶
屋
町
の
光
永
寺
と
い
う
お
寺
を
使
っ
た
と
い
う
の
は
、

そ
の
時
に
私
の
藩
の
家
老
の
仲
で
奥
平
壱
岐
と
い
う
人
は
そ
の
お
寺
と
親
類
で
、

そ
こ
に
寓
居
し
て
い
る
の
を
幸
い
に
、

そ
の
人
を

便
っ
て
マ
ア
お
寺
の
居
候
に
な
っ
て
」
と
あ
り
、
士
官
岐
が
諭
吉
よ
り
先
に
長
崎
に
出
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

壱
岐
の
長
崎
に
出
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
「
日
記
」

に
も
明
確
に
長
崎
に
出
発
し
た
日
時
を
一
店
す
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。

関
連

す
る
記
述
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

壱
岐
、
が
中
津
で
月
番
と
し
て
勤
務
し
た
事
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
日
記
」

の
廻
状
の
与
し
を
辿
っ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
で
あ

る

福津諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

O
嘉
永
五
年
一
月
二
二
日
・
二
二
日
・
九
月
三
日
（
閏
二
月
あ
り
）

O
嘉
永
六
年
六
月
一
一
一
日
・
一
七
日
・
一
一
月
九
日

O
安
政
元
年
六
月
一
一
日
・
二
二
日
・
二
二
日
・
七
月
一
一
日
・
一
九
日
（
閏
七
月
あ
り
）

O
安
政
二
年
八
月
一
日
・
二
一
日

そ
れ
以
外
の
壱
岐
に
か
ん
す
る
記
事
に
は
左
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

O
嘉
永
六
年
一
一
月
二
二
・
二
六
両
日
に
は
月
番
と
し
て
桑
名
登
の
廻
状
が
写
さ
れ
て
い
る
。

。
安
政
元
年
二
月
二
日
の
条
に
は
、
藩
主
の
厄
年
の
守
札
献
上
の
初
穂
料
を
大
身
衆
仲
間
よ
り
徴
収
す
る
為
の
廻
状
の
氏
名
の
部
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分
に
、
「
十
学
様
は
当
時
長
崎
へ
御
出
被
成
御
留
守
に
御
座
候
」
と
記
し
て
、
徴
収
仲
間
よ
り
除
外
し
て
い
る
。



O
安
政
元
年
四
月
一
九
日
の
条
に
、
山
崎
直
衛
が
翌
年
正
月
の
将
軍
へ
の
御
目
見
番
と
し
て
出
府
の
順
番
変
更
に
つ
き
、
大
身
衆

近代日本研究

仲
間
に
相
談
し
た
際
、
「
十
学
様
御
留
守
中
に
付
き
」
と
て
除
外
し
て
い
る
。

46 

右
の
記
事
か
ら
、
壱
岐
が
安
政
元
年
二
月
に
は
、
長
崎
に
出
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
大
身
衆
は
宇
佐
八
幡
宮
へ
の
参
詣
で

中
津
を
離
れ
る
に
つ
い
て
も
、
藩
当
局
に
願
い
出
て
許
可
を
受
け
て
参
詣
す
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
壱

岐
が
長
崎
に
出
る
に
当
た
っ
て
、

そ
れ
を
願
い
出
た
と
か
許
可
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
「
日
記
」
に
は
見
え
な
い
。

こ
の
事
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
。
長
崎
留
学
が
砲
術
修
行
の
為
で
あ
っ
た
事
は
、
『
自
伝
』
の
記
事
等
か
ら
確
か
で
あ
る
。

藩
と
し
て
は
単
純
に
許
可
す
る
に
は
、
大
身
衆
が
藩
の
公
務
以
外
の
事
で
長
期
に
中
津
を
離
れ
る
事
、
即
ち
砲
術
修
行
の
為
の
留
学

を
許
可
し
た
と
い
っ
た
前
例
が
無
い
。

し
か
し
砲
術
修
行
は
時
節
が
ら
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
留
学
の
途
中
で
長
崎
よ
り
一
時
中

津
に
戻
り
、

一
応
月
番
だ
け
は
勤
務
す
る
と
い
っ
た
事
で
、
内
分
に
長
崎
留
学
を
認
め
る
と
き
口
っ
た
妥
協
処
置
が
取
ら
れ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か

壱
岐
の
月
番
間
隔
を
み
る
と
、
嘉
永
五
年
一
月
よ
り
嘉
永
六
年
一
一
月
ま
で
は
、
九
ヶ
月
・
一

0
ヶ
月
・
五
ヶ
月
の
間
隔
に
な
っ

て
い
る
。

し
か
も
、
六
年
一
一
月
に
は
途
中
で
桑
名
登
が
月
番
を
勤
め
る
と
い
う
異
常
な
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
壱
岐
が
一
一
月
の

途
中
で
桑
名
に
交
代
し
て
貰
う
事
で
自
由
に
な
り
、
長
崎
に
出
発
し
た
事
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

『
自
伝
』
で
は
、
簡
単
に
壱
岐
の
居
る
光
永
寺
を
便
っ
て
、
居
候
の
よ
う
な
者
に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
福
津
家
は
西
本
願
寺
派

の
信
者
で
あ
る
。
光
永
寺
は
東
本
願
寺
派
の
名
刺
で
あ
り
、
寺
格
も
高
い
。
そ
の
よ
う
な
寺
に
福
津
の
方
で
簡
単
に
世
話
に
な
り
た



い
と
申
し
で
る
事
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
福
津
の
長
崎
行
き
の
前
に
、
光
永
寺
に
世
話
に
な
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
士
宮
岐
は
長
崎
に
単
身
赴
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
大
身
衆
の
当
主
が
、
親
戚
で
あ
る
と
は
い
え
、
光
永
寺
の
人

を
、
蘭
学
の
勉
学
上
の
雑
用
に
依
頼
す
る
こ
と
に
は
、
何
か
と
不
便
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
壱
岐
の

方
か
ら
国
許
中
津
に
、
誰
か
し
か
る
べ
き
人
物
を
、
壱
岐
の
雑
用
の
世
話
役
と
し
て
長
崎
に
寄
越
す
よ
う
に
。
其
人
物
に
は
蘭
学
の

勉
強
も
さ
せ
よ
う
と
い
っ
た
条
件
を
提
示
し
て
い
た
事
が
充
分
推
測
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

国
許
で
は
、
壱
岐
の
要
求
に
応
え
る
為
の
人
物
選
定
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
小
久
保
明
浩
氏
が
「
中
津
に
お
け
る
福
津
諭
吉
の

修
学
と
そ
の
世
界
」
（
福
津
諭
吉
年
鑑
9
所
収
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
野
本
真
城
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
選
定
工
作
が
行

わ
れ
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
結
果
と
し
て
諭
吉
の
兄
か
ら
、
諭
吉
に
勧
め
て
見
る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
そ
の

時
の
『
自
伝
』
の
内
容
に
は

一
見
矛
盾
す
る
よ
う
な
内
容
が
あ
る

「
そ
の
時
分
に
は
中
津
の
藩
地
に
横
文
字
を
読
む
者
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
横
文
字
を
見
た
も
の
も
な
か
っ
た
。
都
会
の
地
に
は
洋

福津諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

学
と
い
う
も
の
は
百
年
も
前
か
ら
あ
り
な
が
ら
、
中
津
は
田
舎
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
原
書
は
さ
て
お
き
、
横
文
字
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
に
と
諭
吉
は
中
津
が
洋
学
と
全
く
関
係
の
無
い
状
況
で
あ
っ
た
と
強
調
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
兄
三
之
助
の
言
動
に
は
、

弟
の
「
原
書
と
は
何
の
こ
と
で
す
」
と
の
質
問
に
、
「
原
書
と
い
う
は
オ
ラ
ン
ダ
出
版
の
横
文
字
の
書
だ
。

い
ま
日
本
に
翻
訳
書
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

西
洋
の
こ
と
を
書
い
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
真
実
に
事
を
調
べ
る
に
は
そ
の
大
本
の
蘭
文
の
書
を
読
ま
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
」
と
正
確
に
返
答
し
て
い
る
。
諭
吉
が
全
く
洋
学
に
対
し
て
無
知
な
の
に
、
同
じ
家
に
生
活
し
て
い
る
兄
が
、
正
確
な
知

識
を
も
っ
て
い
る
点
、
そ
の
表
現
に
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
矛
盾
は
、
諭
吉
が
後
に
回
顧
し
た
為
の
矛
盾
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
実
は
最
も
正
確
に
当
時
の
兄
弟
の
会
話
の
状
況
を
再
現

47 

し
て
い
る
と
推
測
出
来
る
記
述
が
、
「
日
記
」

の
嘉
永
六
年
末
の
記
事
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



嘉
永
六
年
二
一
月
一
九
日
の
条
に
、
幕
府
よ
り
一

O
月
布
告
さ
れ
た
砲
術
修
行
奨
励
の
大
目
付
よ
り
の
達
が
藩
内
へ
布
達
さ
れ
て

近代日本研究
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二
二
九
頁
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

い
る
。
そ
の
内
容
は
、
『
肥
後
藩
国
事
史
料
巻

大
船
大
砲
の
研
究

は
、
西
洋
の
方
式
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
号
令
・
用
語
等
が
蘭
語
そ
の
ま
ま
で
は
、
敵
に
日
本
側
の
意
図

が
判
明
し
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
れ
ら
号
令
・
用
語
を
日
本
語
に
直
し
、

一
層
の
研
究
訓
練
を
進
め
る
様
に
と
の
通
達
で
あ
る
。
是
の

通
達
は
一
一
月
二
日
に
幕
府
よ
り
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
二
一
月
中
頃
に
な
っ
て
中
津
に
届
い
た
と
す
る
に
は
、
遅
す
ぎ
る
感

が
あ
る
。
藩
庁
に
は
当
然
も
っ
と
早
く
伝
達
さ
れ
て
い
た
が
、
藩
庁
が
藩
内
に
広
く
伝
達
す
る
事
と
し
た
の
が
一
二
月
下
旬
近
く
で

あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
藩
内
特
に
下
士
の
聞
に
そ
の
反
応
が
俄
に
興
っ
て
く
る
と
、
百
年
も
前
か
ら
、
諸
藩
に
先
立

っ
て
蘭
学
を
開
い
た
中
津
藩
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
い
か
な
る
も
の
か
に
付
い
て
の
知
識
は
、
当
然
上
士
ま
た
は
医
者
の
聞
に
は
存
在

し
た
ろ
う
か
ら
、
そ
の
知
識
が
、
下
士
の
聞
に
直
ち
に
正
確
に
拡
ま
っ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

『
自
伝
』
の
「
そ
の
こ
ろ
は
丁
度
ベ
ル
リ
の
来
た
時
で
、

ア
メ
リ
カ
の
軍
艦
が
江
戸
に
来
た
と
い
う
こ
と
は
田
舎
で
も
み
な
知
っ
て
、

同
時
に
砲
術
と
い
う
こ
と
が
大
変
喧
し
く
な
っ
て
来
て
」
と
い
う
記
述
が
、

そ
の
辺
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

諭
吉
は
蘭
学
に
つ
い
て
全
く
の
予
備
知
識
も
無
く
、
兄
の
勧
め
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
蘭
学
・
西
洋
の
砲
術
が
今
必
要
な
新
し

い
学
問
で
あ
る
こ
と
は
、
予
備
知
識
が
な
く
て
も
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
然
し
洋
学
学
習
に
は
時
間
の
ほ
か
に
、
多
大
の

費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
従
来
下
士
階
級
の
聞
に
全
く
無
縁
の
も
の
と
さ
れ
て
来
た
事
か
ら
も
、
当
然
理
解
さ

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
福
津
家
に
そ
の
よ
う
な
経
済
的
余
裕
の
無
い
こ
と
は
、
三
之
助
も
諭
吉
に
も
当
然
わ
か
っ

て
い
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
三
之
助
に
は
、
壱
岐
の
呼
び
か
け
で
、
今
後
必
要
な
洋
式
砲
術
の
本
格
的
研
究
の
便
宜

を
与
え
ら
れ
た
事
と
、
経
済
問
題
に
心
配
無
い
と
の
保
証
を
感
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



以
上
の
事
か
ら
、
壱
岐
の
要
請
に
よ
り
、
壱
岐
家
の
組
下
の
も
の
か
ら
、
長
崎
に
出
て
壱
岐
の
修
学
の
世
話
を
す
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
本
人
に
も
、
蘭
学
修
行
の
便
宜
を
与
え
る
と
の
条
件
で
、
候
補
者
が
選
定
さ
れ
、
諭
吉
が
そ
れ
に
選
ば
れ
た
も
の
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

諭
吉
の
中
津
に
お
け
る
学
問
修
行
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
小
久
保
氏
の
研
究
に
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

一
四
五
歳
の
頃
よ
り
、

自
ら
勉
学
の
必
要
を
悟
り
、
積
極
的
に
白
石
照
山
塾
に
通
い
、
「
少
年
の
時
か
ら
六
か
し
い
経
史
を
や
か
ま
し
い
先
生
に
授
け
ら
れ

て
本
当
に
勉
強
し
ま
し
た
。
左
国
史
漢
は
勿
論
、
詩
経
書
経
の
よ
う
な
経
義
で
も
、

ま
た
は
老
子
荘
子
の
よ
う
な
妙
な
面
白
い
も
の

で
も
、
先
生
の
講
義
を
聞
き
ま
た
自
分
に
研
究
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
豊
前
中
津
の
大
儒
白
石
先
生
の
賜
物
で
あ
る
に
（
『
自
伝
』
王
政
維

福津諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

新
の
教
育
の
方
針
は
数
理
と
独
立
の
項
）
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
白
石
照
山
に
鍛
え
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
の
大
き
な
薫
陶
を
受
け
た
。
そ

の
結
果
諭
吉
は
「
殊
に
私
は
左
伝
が
得
意
で
、
大
概
の
書
生
は
左
伝
一
五
巻
の
内
三
、

四
巻
で
し
ま
う
の
を
、
私
は
全
部
通
読
、

お

よ
そ
一
一
度
び
読
み
返
し
て
、
面
白
い
と
こ
ろ
は
暗
記
し
て
い
た
、
そ
れ
で
一
ト
通
り
漢
学
者
の
前
座
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
」
と

自
ら
語
る
程
の
自
信
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。
数
え
年
一
一
一
歳
、
将
来
へ
の
計
画
を
持
つ
年
配
で
あ
る
。

亡
父
の
学
者
を
希
望
し
な

が
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
無
念
も
理
解
で
き
る
年
で
あ
る
。
そ
の
時
恩
師
白
石
照
山
が
、
所
謂
御
固
め
番
事
件
に
よ
っ
て
、
藩
か
ら
永

の
御
暇
と
い
う
事
で
追
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
諭
吉
は
前
途
の
希
望
を
一
瞬
に
も
ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

御
固
め
番
事
件
と
は
、
七
ケ
所
の
城
門
の
開
聞
を
、
従
来
は
足
軽
の
仕
事
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
藩
が
下
士
の
仕
事
と
し
た
事
に
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対
し
て
、
下
士
の
不
満
が
高
ま
り
、

そ
の
撤
去
を
要
求
す
る
事
で
、
藩
当
局
と
の
間
に
何
か
に
つ
け
て
問
題
が
生
じ
て
い
た
。

そ
の



結
果
が
、
白
石
等
の
処
分
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
処
分
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
六
年
・
安
政
元
年
の
二
説
が
あ
り
確
定
出

近代日本研究

来
な
か
っ
た
。
こ
の
事
件
の
近
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
藩
の
通
達
が
、
「
日
記
」

の
同
年
一
一
月
九
日
条
に
布
達
さ
れ
て
い
る
。
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去
る
七
日
御
月
番
十
学
様
へ
於
詰
所
左
之
通
り
目
付
横
山
喜
内
殿
御
伝
御
書
面
被
指
出
御
写
今
日
御
廻
状
達
す

今
般
内
郭
七
ケ
所
先
年
之
通
り
小
役
人
初
に
被
仰
付
候
に
付
夜
中
通
路
之
節
御
門
番
と
呼
来
候
所
己
来
は
開
閉
番
と
呼
可
申
候

迄
御
門
番
衆
と
呼
来
候
者
は
是
迄
之
通
り
相
心
得
可
申
候

十
一
月
右
之
通
り
御
伝
被
仰
渡
御
家
中
者
へ
夫
々
申
渡
有
之
事

尤
是

と
の
通
達
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
、
従
来
足
軽
の
仕
事
で
あ
っ
た
門
番
の
仕
事
を
、
足
軽
が
多
忙
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
下

土
の
仕
事
と
し
た
事
に
対
し
て
、
下
士
の
不
満
が
高
ま
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
迄
上
士
が
夜
中
城
門
を
通
る
際
、

「
御
門

番
衆
」
と
戸
を
掛
け
て
城
門
を
開
け
て
貰
っ
た
の
を
、
以
後
「
開
閉
番
」
と
呼
ぶ
様
に
改
正
す
る
と
い
う
も
の
で
、
徒
に
上
下
の
差

を
明
確
に
際
立
た
せ
る
だ
け
の
、
刺
激
的
改
正
と
言
え
る
。
当
然
下
士
が
反
発
す
る
事
が
予
測
さ
れ
る
。
「
日
記
」
に
よ
る
と
一
二

月
九
日
の
小
祝
浦
の
火
災
の
時
を
契
機
に
事
件
が
表
面
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
同
年
一
二
月
九
日
の
条
に

若
旦
那
様
御
出
馬
被
遊
候
所

今
朝
五
半
時
分
子
祝
浦
出
火
直
に

E
那
様
御
登
城

鼓
打
申
候

翌
十
日
の
条
に

昨
夜
子
祝
出
火
に
付
北
門
に
て
板
木
打
之
事
に
付
薄
々
承
候
得
は
七
ツ
所
御
番
方
内
々
寄
合
彼
是
騒
擾
之
模
様
今
日
は
惣
七
ッ

所
御
門
番
交
代
不
致
本
引
込
に
は
不
相
成
候
得
共
先
引
込
之
姿
表
向
は
代
番
に
相
成
申
候
昨
日
よ
り
出
番
面
々
其
僅
御
番
所

に
詰
居
候
よ
し
今
晩
七
ッ
門
御
番
人
七
人
程
直
に
慎
に
被
仰
付
候
哉
に
相
聞
候
北
御
門
当
番
に
て
昨
朝
板
木
打
之
人
は
中
間
鉄

平
為
口
と
か
申
人
に
御
座
候
よ
し
両
人
共
為
引
候
哉
に
相
聞
候

翌
々
日
十
一
日
の
条
に

御
組
下
三
原
喜
多
衛
昨
夜
慎
被
仰
付
候
段

小
家
壱
弐
軒
に
て
直
に
鎮
火
に
相
成
候

今
日
も
御
太

御
届
申
出
候

都
合
八
人
慎
被
仰
付
候
よ
し

左
之
通
り
に
承
候

田
辺
源
之
丞

中
山



八
左
衛
門
武
田
景
蔵
三
原
喜
多
衛
右
四
人
南
御
門
番
方
に
て
慎
被
仰
付
候
よ
し

番
之
由
白
石
五
郎
衛
門
此
人
北
御
門
の
よ
し
大
内
行
蔵
此
人
椎
木
御
門
の
よ
し

同
年
十
二
月
十
八
日
の
条
に

今
晩
左
之
面
々
御
門
御
同
番
一
件
に
付
永
之
御
暇
減
格
録
隠
居
退
身
ノ
由
被
仰
付
侯
内
三
原
喜
多
衛
御
組
下
に
御
座
候
田
辺
源

之
丞
勘
解
由
様
の
中
山
八
左
衛
門
大
手
御
組
下
に
御
座
侯
い
つ
れ
も
昨
夜
御
届
申
候
中
山
八
左
衛
門
は
今
朝
御
届
出
申
来
候

永
之
御
暇
白
石
五
郎
衛
門
永
之
御
暇
大
内
行
蔵

親
返
に
て
立
去
武
田
景
蔵
武
田
儀
兵
衛
嫡
子
減
格
以
前
隠
居
退
身

同

断
断断料引

同同同

〆
八
人

右
之
通
り
被
仰
付
侯

一
一
月
七
日
の
藩
の
布
達
に
対
す
る
不
満
の
集
会
が
、

一
二
月
九
日
域
内
で
行
わ
れ
て
い

福津諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

右
の
一
連
の
「
日
記
」
の
記
述
か
ら

篠
原
小
十
郎
磯
田
参
太
夫
此
両
人
大
手
御

〆
八
人
之
趣
に
御
座
候

田
辺
源
之
兆

篠
原
小
十
郎

三
原
喜
多
衛

中
山
八
左
衛
門

磯
田
参
左
衛
門

た
最
中
に
、
小
祝
浦
の
火
災
が
発
生
し
、
板
木
打
の
連
絡
に
不
手
際
が
あ
っ
た
事
か
ら
、
下
土
の
集
会
が
発
覚
し
て
、
責
任
者
が
処

罰
さ
れ
る
事
態
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
白
石
の
処
分
日
時
は
こ
れ
で
、
嘉
一
永
六
年
二
一
月
一
八
日
と
確
定
す
る
事
が
で
き
る
。
諭
吉

じ
た
に
相
違
な
い
。

は
岡
山
師
の
永
之
御
暇
で
大
き
な
精
神
的
打
撃
を
受
け
、
藩
当
局
の
門
閥
制
度
の
弊
害
を
極
端
に
示
す
こ
の
処
置
に
激
し
い
怒
り
を
感

『
自
伝
』
の
長
崎
遊
学
の
項
で
、
「
私
の
長
崎
に
往
っ
た
の
は
、

「
喜
怒
色
に
顕
わ
さ
ず
」
と
の
金
言
を
大
事
に
し
た
心
積
も
り
も
忘
れ
る
程
の
怒
り
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
田
舎
の
中
津
の
窮
屈
な
の
が
忌
で
／
＼
堪
ら
ぬ
か
ら
、
文
学
で

も
武
芸
で
も
何
で
も
外
に
出
る
こ
と
が
出
来
さ
え
す
れ
ば
難
有
い
と
い
う
の
で
出
掛
け
た
こ
と
だ
か
ら
、
故
郷
を
去
る
に
少
し
も
未

練
は
な
い
。
如
斯
所
に
誰
が
居
る
も
の
か
、
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一
度
出
た
ら
ば
鉄
砲
玉
で
、
再
び
帰
っ
て
来
は
し
な
い
ぞ
、
今
日
こ
そ
宜
い
心
地
だ
と



独
り
心
で
喜
び
、
後
向
い
て
唾
し
て
楓
々
と
足
早
に
か
け
出
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
前
途
に
た
い
す
る
不
安
を
考
え
る
余
裕

近代日本研究

は
無
く
、

只
藩
の
門
閥
制
度
に
た
い
す
る
怒
り
の
み
が
、
諭
吉
の
心
を
覆
い
尽
く
し
て
い
た
事
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
、
白
石
照
山
の
処
罰
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
の
真
っ
最
中
に
、
兄
三
之
助
か
ら
、
長
崎
行
き
を
勧
め
ら
れ
、
諭

士
日
は
そ
の
事
に
付
い
て
充
分
考
え
る
事
も
無
く
承
知
し
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
ヤ
ケ
ク
ソ
で
長
崎
に
出
て
、
蘭
学
の
道
に
入
る
事
に

な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

安
政
元
年
二
月
、
諭
吉
は
兄
に
伴
わ
れ
壱
岐
の
居
る
光
永
寺
を
た
よ
っ
て
長
崎
に
出
た
。
蘭
学
修
行
を
開
始
し
た
諭
吉
は
、

「私

の
目
的
は
原
書
を
読
む
に
在
っ
て
、
蘭
学
医
の
家
に
通
う
た
り
和
蘭
通
詞
の
家
に
行
っ
た
り
し
て
一
意
専
心
原
書
を
学
ぶ
。
原
書
と

い
う
も
の
は
初
め
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

五
十
日
百
日
と
、

お
い
／
＼
日
を
経
る
に
従
っ
て
、
次
第
に
意
味
が
分
る
よ
う
に
な
る
。
」

と
『
自
伝
』
長
崎
遊
学
の
項
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
壱
岐
が
砲
術
を
学
ん
で
い
る
縁
で
、
山
本
物
次
郎

と
い
う
長
崎
地
役
人
の
家
を
世
話
し
て
、
諭
吉
は
山
本
家
の
食
客
と
し
て
移
住
す
る
事
に
な
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
国
許
か
ら
、
雑
務
の

世
話
を
か
ね
て
と
言
う
こ
と
で
呼
び
寄
せ
た
諭
吉
を
、
他
家
ヘ
移
住
さ
せ
た
の
は
、
壱
岐
の
諭
吉
に
対
す
る
妬
み
が
は
じ
ま
っ
た
現

れ
の
一
と
も
見
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、

し
か
し
「
日
記
」
安
政
元
年
の
条
を
見
る
と
、
壱
岐
は
六
・
七
の
二
ヶ
月
連
続
で
月
番
を

し
て
い
る
。
当
然
壱
岐
は
こ
の
間
中
津
に
帰
っ
て
い
る
か
ら
、
諭
吉
は
独
り
光
永
寺
に
居
る
事
に
な
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
諭
吉
に

と
っ
て
、
誠
に
居
心
地
が
悪
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
を
壱
岐
が
考
え
た
と
す
る
と
、
帰
国
の
寸
前
に
諭
吉
を
山
本
家
の
食
客
と

し
て
世
話
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
諭
吉
の
移
住
は
五
月
末
と
言
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
三
ヶ
月
で
は
、
諭
吉
の



勉
強
の
深
度
が
著
し
く
進
み
、
士
官
岐
が
僻
み
を
感
ず
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
山
本
家
へ
の
移
転
は
、

壱
岐
の
諭
吉
へ
の
好
意
的
計
ら
い
と
見
る
方
が
適
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

山
本
家
に
移
っ
た
諭
吉
の
状
況
を
『
自
伝
』
で
は
ご
切
の
砲
術
書
を
貸
す
に
も
写
す
に
も
、
先
生
は
限
が
悪
い
か
ら
み
な
私
の

手
を
経
る
。
そ
れ
で
私
は
砲
術
家
の
一
切
の
元
締
に
な
っ
て
、
何
も
か
も
私
が
一
切
取
り
扱
っ
て
い
る
。
：
：
：
丸
で
十
年
も
砲
術
を

学
ん
で
立
派
に
砲
術
家
と
見
ら
れ
る
く
ら
い
に
挨
拶
を
し
た
り
世
話
を
し
た
り
す
る
と
い
う
調
子
で
あ
る
に
と
そ
の
活
き
活
き
と
し

た
活
躍
振
り
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
が
明
け
た
安
政
二
年
二
月
に
な
る
と
、
母
病
気
に
つ
き
帰
国
せ
よ
と
の
偽
手
紙
で
長
崎

を
立
ち
去
る
事
と
な
っ
た
事
件
が
持
ち
上
が
っ
た
と
述
べ
て
い
る

士
官
岐
が
何
時
ま
で
長
崎
遊
学
の
許
可
を
得
て
い
た
か
は
、

そ
れ
が
黙
認
と
い
う
形
で
了
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
事
は
前
述
し
た
通

り
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
日
記
」

に
よ
っ
て
、
そ
の
頃
の
壱
岐
の
動
向
を
見
て
み
る
必
要

が
あ
る

福津諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

安
政
二
年
六
月
一
九
日
条
の
、
御
隠
居
の
奥
平
昌
高
（
蘭
学
好
の
落
主
）
病
気
に
関
し
て
の
月
番
求
馬
様
よ
り
の
廻
状
の
写
し
に

長
福
寺
へ
此
間
御
頼
に
相
成
候
御
大
身
よ
り
御
献
上
之
御
札
守
御
初
穂
先
年
は
御
六
方
様
に
て
三
両
に
有
之
趣
此
度
は
御
八
方
様
に

相
成
候
付
銀
四
両
御
払
に
相
成
候
御
月
番
登
様
ヲ
以
御
家
来
村
上
全
太
夫
よ
り
御
割
合
廻
状
相
達
壱
方
様
よ
り
弐
朱
壱
分
五
厘
ツ
与

に
相
成
候
趣
今
日
廻
状
相
達
候
に
付
別
て
割
合
壱
身
方
廻
状
に
入
十
学
様
へ
相
廻
申
候

右

近

様

与

四

郎

様

勘

ケ

由

様

求

馬

様

若

旦

那

様

讃

岐

様

十

学

様

登

様

右
に
て
御
八
方
様
御
割
合
に
相
成
候

と
あ
る
。
特
別
に
壱
岐
を
加
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
壱
岐
が
ま
だ
長
崎
に
遊
学
中
で
あ
る
が
、
御
隠
居
様
の
病
気
平
癒
祈
願
と
言
う

53 

こ
と
で
、
こ
れ
を
除
外
す
る
事
は
適
当
で
無
い
と
の
判
断
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
壱
岐
は
八
月
に
は
月
番
を
勤
め
、

一O
月



に
は
小
祝
で
大
砲
の
稽
古
撃
を
行
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
八
月
に
は
、
長
崎
遊
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ

近代日本研究
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る
壱
岐
の
長
崎
遊
学
の
時
期
を
見
る
と
、
嘉
永
六
年
二
一
月
よ
り
安
政
二
年
七
月
ま
で
の
こ

0
ヶ
月
で
あ
る
。
途
中
二
ヶ
月
の
月
番

勤
務
の
為
の
帰
国
期
間
を
除
く
と
一
八
ヶ
月
と
な
る
。
そ
こ
で
満
一
年
と
い
う
と
、
安
政
二
年
一
月
に
当
た
る
。
偽
手
紙
事
件
が
、

丁
度
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
と
し
て
無
視
す
る
事
は
出
来
な
い
様
に
も
お
も
わ
れ
る
。
大
身
衆
の
遊
学

の
期
間
が
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
認
め
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
藩
士
の
武
道
修
行
の
為
の
遊
学
期
間
等
に
は
、

一
年
を
願
い
出
て

い
る
例
を
「
日
記
」
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
仮
に
壱
岐
の
場
合
も
、
武
芸
修
行
に
準
じ
て
一
年
の
期
間
と
さ
れ
、
そ
の
延
期
願
い

を
計
画
し
た
と
す
る
と
、
安
政
元
年
の
一
・
二
月
前
後
に
そ
れ
が
な
さ
れ
る
事
に
な
る
。
壱
岐
よ
り
当
然
延
期
の
必
要
条
件
が
提
示

さ
れ
た
事
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
の
延
期
願
い
の
理
由
に
、
諭
吉
の
山
本
家
に
於
け
る
活
動
に
触
れ
る
事
が
あ
っ
た
時
、
こ
れ
を
見

た
壱
岐
の
父
与
兵
衛
が
、
壱
岐
の
修
行
に
諭
吉
の
存
在
が
邪
魔
に
な
る
と
し
て
、
偽
手
紙
を
以
て
諭
吉
を
呼
び
戻
す
策
に
出
た
可
能

性
が
出
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
推
測
を
す
る
の
は
、
安
政
三
年
の
諭
吉
の
中
津
帰
国
の
お
り
、
壱
岐
が
簡
単
に
高
価
な
ベ
ル
築
城
書
を
貸
し
与
え
て

い
る
事
、
壱
岐
が
江
戸
家
老
を
勤
務
し
て
い
る
安
政
五
年
、
諭
吉
の
江
戸
召
致
に
別
段
の
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
事
、
更
に
文
久
二

年
の
諭
吉
の
欧
州
旅
行
の
際
、
相
当
金
額
の
手
当
て
金
を
藩
よ
り
支
給
し
て
い
る
等
、
諭
吉
に
対
す
る
態
度
に
好
意
的
な
も
の
が
合

ま
れ
て
い
る
事
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
が
為
で
あ
る
。



五

長
崎
よ
り
一
旦
中
津
に
も
ど
っ
た
壱
岐
は
、
安
政
二
年
一

O
月
の
「
日
記
」
に
よ
る
と
、

一
八
日
の
条
に

十
学
様
長
崎
表
へ
銃
術
御
執
行
二
百
日
之
滞
留
御
願
済
に
て

右
御
知
に
付
御
文
届
被
遣
候

明
日
御
出
立
被
成
侯

と
あ
る
。
従
っ
て
二
百
日
目
は
、
安
政
三
年
四
月
一
一
日
に
当
た
る
。
安
政
二
年
に
二
百
日
と
は
い
え
、
正
式
に
長
崎
遊
学
が
許
可

さ
れ
た
の
は
、

日
米
和
親
条
約
の
締
結
に
よ
り
、
諸
外
国
艦
船
の
渡
来
が
多
く
な
っ
て
来
た
こ
と
か
ら
、
砲
術
の
必
要
が
切
実
な
問

題
と
な
っ
て
来
た
時
勢
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
安
政
二
年
一

O
月

一
日
の
壱
岐
の
砲
術
演
習
は
、
そ
の
新
技
術
の
披
露

で
あ
り
、
保
守
的
な
藩
当
局
の
目
を
覚
醒
さ
せ
る
意
図
を
も
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
そ
う

福津諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

で
あ
る
。
こ
の
壱
岐
の
長
崎
遊
学
に
よ
る
新
砲
術
の
習
得
は
、
中
津
藩
に
お
け
る
今
後
の
指
導
力
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
と
予
測
す

る
事
も
出
来
る
。
壱
岐
の
父
の
若
く
し
て
隠
居
さ
せ
ら
れ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
今
明
ら
か
に
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、
与
兵
衛
が

子
息
の
壱
岐
に
期
待
す
る
所
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
壱
岐
が
三
年
四
月
に
長
崎
よ
り
帰
国
し
た
か
否
か
は
、
「
日
記
」

に
は
何
も
記
載
は
な
い
。

九
月
二
一
日
の
「
日
記
」

の
記
載
に
、

十
学
様
御
事

長
崎
表
御
祖
母
様
御
死
去
に
付

御
定
式
御
忌
服
御
引
込
御
廻
状
達
候

去
ル
八
日
也

十
月
二
十
三
日
条
に

55 

今
日
於
小
祝

十
学
様
御
願
に
て

若
旦
那
様
御
出
被
遊
候

三
貫
目
大
砲
打
有
之
候



と
あ
り
、

一
一
月
に
は
月
番
を
勤
め
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
中
津
に
居
た
事
は
確
実
で
あ
る
。
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安
政
三
年
は
‘
諭
吉
に
と
っ
て
は
、

不
幸
と
変
化
の
大
き
な
年
で
あ
っ
た
。

一
月
兄
三
之
助
が
リ
ュ
ウ
マ
チ
ス
に
か
か
り
司
三
月

に
は
、
緒
方
塾
の
先
輩
岸
直
輔
が
チ
フ
ス
で
死
亡
し
、
そ
れ
を
看
病
し
た
為
に
三
月
感
染
発
病
し
た
。
幸
い
緒
方
洪
庵
の
療
養
指
示

の
お
蔭
も
あ
っ
て
一
命
は
取
り
留
め
た
。
兄
の
大
坂
勤
務
の
期
限
が
来
て
、
兄
弟
揃
っ
て
、
病
気
療
養
を
兼
ね
て
一
時
中
津
に
帰
国

し
た
。
諭
吉
は
健
康
を
快
復
し
て
、

八
月
に
は
適
塾
に
戻
っ
た
が
、
九
月
三
日
兄
が
中
津
で
病
死
し
た
。
計
報
を
受
け
た
諭
吉
が
急

ぎ
中
津
に
帰
着
し
た
時
は
、
す
で
に
葬
式
は
終
了
し
、
親
戚
の
相
談
で
、
叔
父
中
村
術
平
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
諭
吉
は
、
実
家
に

復
籍
し
、
福
津
家
を
相
続
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
。

諭
吉
は
兄
の
跡
目
を
相
続
し
た
以
上
、

五
O
日
の
喪
に
服
す
事
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
喪
が
明
け
て
か
ら
正
式
に
家
督
相
続
が
許
可

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
一

O
月
二
二
日
で
喪
明
け
と
な
り
、
諭
吉
は
新
た
に
福
津
家
の
当
主
と
し
て
、
藩
の
勤
務
に
着
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
関
し
て
、
支
配
の
壱
岐
家
ヘ
挨
拶
に
伺
う
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
福
津
諭
吉
と
な
っ
て
壱
岐
を
尋
ね
た
の

t土

一
O
月
二

O
日
過
ぎ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
長
崎
以
来
の
顔
合
わ
せ
で
あ
る
。
4

ん
も
、
諭
吉
は
こ
の
年
の
五
・
六
月
か
ら
八
月
の
初

め
ま
で
、
病
気
保
養
の
為
中
津
に
帰
国
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
壱
岐
が
長
崎
か
ら
中
津
に
一
反
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い

が
、
そ
の
可
能
性
は
可
な
り
た
か
い
。
然
し
両
者
が
会
っ
て
い
な
い
の
は
、
諭
吉
の
方
に
、
偽
手
紙
事
件
の
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た

為
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
O
月
に
な
っ
て
、
両
者
が
再
会
し
て
み
る
と
、
壱
岐
の
方
は
全
く
諭
吉
に
対
す
る
わ
だ
か
ま
り
は
無
く
、
蘭
学
談
義
に
華
が
咲

き
、
壱
岐
は
長
崎
で
買
い
求
め
た
二
三
両
も
す
る
ペ
ル
の
築
城
書
を
自
慢
気
に
見
せ
、
諭
吉
の
「
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
結
構
な
原
書
で

ご
ざ
い
ま
す
。
迫
も
こ
れ
を
読
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
急
な
こ
と
で
出
来
ま
せ
ん
。

せ
め
て
は
図
と
目
録
と
で
も
一
通
り
拝
見

し
た
い
も
の
で
す
が
、

四
、
五
日
拝
借
は
叶
い
ま
す
ま
い
か
」
と
い
う
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
、
貸
出
を
許
可
し
た
。
諭
吉
は
こ
れ
を
、



「
何
で
も
二
十
日
以
上
三
十
日
足
ら
ず
の
聞
に
写
し
て
し
も
う
て
、
原
書
の
主
人
に
毛
頭
疑
う
よ
う
な
顔
色
も
な
く
、

マ
ン
マ
と
そ

の
宝
物
の
正
味
を
倫
み
取
っ
て
私
の
物
に
し
た
」

の
で
あ
る
。
極
め
て
貴
重
な
原
書
を
四
、

五
日
と
い
っ
て
一
ヶ
月
近
く
も
借
り
出

し
、
途
中
何
の
連
絡
も
無
し
で
返
済
し
た
の
に
、
黙
っ
て
壱
岐
が
こ
れ
を
収
め
た
の
は
、
諭
吉
に
悪
意
を
抱
い
た
り
し
た
人
物
の
行

為
と
は
思
え
な
い
。

む
し
ろ
諭
吉
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
。

諭
吉
は
一
二
月
は
じ
め
に
再
度
緒
方
塾
に
戻
り
、
こ
の
写
本
の
お
蔭
で
、
適
塾
の
内
塾
生
に
し
て
貰
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
変

な
便
利
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
諭
吉
は
緒
方
塾
の
塾
長
に
な
り
、
江
戸
藩
邸
か
ら
呼
ば
れ
、
横
浜
見
物
か
ら
英
学
に
転
向
し
、

幕
末
の
三
度
の
外
遊
の
機
会
を
掴
む
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
壱
岐
の
好
意
が
諭
吉
の
将
来
を
好
転
さ
せ
る

の
に
重
要
な
働
き
を
し
た
事
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
諭
吉
の
蘭
学
修
行
と
壱
岐
の
関
係
を
概
観
を
し
て
来
る
と
、
壱
岐
が
諭
吉
の
進
歩
に
対
し
て
、
こ
れ
を
僻
ん
で

偽
手
紙
を
書
か
せ
た
の
で
は
な
く
、
父
の
与
兵
衛
が
、
息
子
壱
岐
の
勉
学
大
事
と
の
一
念
か
ら
、
諭
吉
の
長
崎
滞
在
が
壱
岐
の
妨
げ

福碍諭吉の蘭学修行と奥平十学（壱岐）

に
な
る
と
誤
解
し
て
、
偽
子
紙
を
書
か
せ
た
も
の
で
、
壱
岐
本
人
の
預
か
り
知
ら
ぬ
事
で
あ
っ
た
と
見
る
方
が
、
両
者
の
関
係
を
よ

り
矛
盾
無
く
理
解
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

57 


